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沿
岸
部
で
は
製
塩
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
地
は
寒
冷
地
で
あ
る
た
め
、
瀬
戸
内
地

方
の
よ
う
な
天
日
で
海
水
を
蒸
発
さ
せ
る
塩

田
法
は
普
及
せ
ず
、
海
水
を
直
接
煮
詰
め
る

直じ
き
に煮

法
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
直
煮
法
は

大
量
の
燃
料
を
消
費
し
ま
す
。
浅
虫
地
域
は

海
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
山
林
が
広
が
り
、
燃
料

と
な
る
木
材
の
調
達
が
容
易
で
し
た
が
、
資

源
の
枯
渇
に
つ
な
が
る
の
で
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
新
た
な
製
塩
法
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
、
幕
末
期
に
は
野
内
村
で
塩

田
法
が
試
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
十
分
な
成
果

を
上
げ
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

明
治
９
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
同
12
年
に

か
け
て
、
青
森
県
令
（
現
在
の
知
事
）
山
田

秀
典
の
発
議
に
よ
り
、
海
水
を
温
泉
熱
で
蒸

発
さ
せ
濃
縮
液
を
釜
で
煮
込
む
製
塩
試
験
が

浅
虫
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
13
年
に
は
、
廃
藩
で
家
録
を
失
っ
た

士
族
救
済
の
た
め
の
事
業
で
あ
る
士
族
授
産

事
業
と
し
て
「
通
新
社
」
と
い
う
団
体
に
よ

り
製
塩
が
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
県
令
宛
願
書
に
よ
る
と
、
温
泉
口

（
現
在
の
足
湯
付
近
）
か
ら
、
海
岸
沿
い
に

　

昭
和
の
大
合
併
以
前
、
青
森
市
東
部
に
は

野
内
村
、東
岳
村
、原
別
村
、浜
館
村
（
昭
和

２
年
〈
一
九
二
七
〉
ま
で
は
造
道
村
。同
年
造

道
・
八
重
田
地
区
を
青
森
市
に
合
併
し
て
名

称
変
更
）
の
諸
村
が
あ
り
ま
し
た
。
東
部
地

区
は
農
村
・
漁
村
と
多
彩
な
姿
を
持
ち
、
さ

ら
に
観
光
地
で
あ
る
浅
虫
温
泉
も
あ
り
ま
す
。

　

先
頃
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
よ
う
に
、

近
年
、
日
本
の
近
代
を
支
え
た
産
業
遺
産
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
東
部
地
区
を
中
心
に
、
現
在
で
は

失
わ
れ
た
産
業
や
産
業
関
連
施
設
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

浅
虫
の
製
塩
業（

旧
野
内
村
）

　

温
泉
熱
を
利
用
し
た
産
業
と
い
う
と
、
県

内
で
は
大
鰐
温
泉
の
「
大
鰐
も
や
し
」
栽
培

が
有
名
で
す
が
、
明
治
時
代
の
浅
虫
で
温
泉

熱
を
利
用
し
た
製
塩
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た

の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

江
戸
時
代
か
ら
津
軽
半
島
や
夏
泊
半
島
の

埋
め
立
て
た
製
塩
所
（
浅
虫
川
河
口
付
近
）

ま
で
、
温
泉
を
送
る
管
（
送
湯
管
）
を
設
け
、

３
年
目
以
降
か
ら
年
間
７
千
200
俵
生
産
す
る

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。し
か
し
、
経
営
に
不

慣
れ
な
旧
士
族
だ
っ
た
た
め
、
明
治
15
年
頃

に
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
事
業
を
引
き
継
い
だ
の
は
、
弘

前
和
徳
町
で
木
綿
屋
を
営
ん
で
い
た
米よ
ね
だ田

甚

吉
で
す
【
写
真
①
】
。

　

米
田
は
製
塩
業
の
将
来
性
を
見
込
ん
で
明

治
21
年
か
ら
事
業
を
再
開
。
海
水
を
く
み
上

げ
る
ポ
ン
プ
を
導
入
し
、
製
塩
釜
の
増
加
に

応
じ
て
温
泉
を
掘
り
抜
く
な
ど
、
改
良
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
浅
虫
周
辺
に
敷
設
さ
れ
た
日
本

鉄
道
東
北
線
の
線
路
が
送
湯
管
を
分
断
し
た

た
め
、
同
社
と
の
訴
訟
問
題
が
起
り
一
時
休

業
し
ま
し
た
が
、
明
治
34
年
に
は
年
間
２
千

500
俵
相
当
を
生
産
し
ま
し
た
。
生
産
し
た
塩

は
福
島･
盛
岡
な
ど
県
外
へ
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

浅
虫
の
製
塩
業
を
廃
業
に
追
い
込
ん
だ
の

は
政
府
に
よ
る
塩
の
専
売
制
で
す
。

　

政
府
は
日
露
戦
争
の
戦
費
調
達
を
目
的
に

東
部
地
区
の
失
わ
れ
た
産
業
遺
産
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【図①】東岳周辺の主な鉱山と関連施設（『新青森市史』通史編第3巻近代より）

明
治
38
年
か
ら
塩
の
専
売
制
を
導
入
。
浅
虫

の
製
塩
場
も
専
売
局
の
監
督
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
国
へ
塩
を
納
付
す
る
契
約
を
結
び

ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
は
浅
虫
の
よ
う
な

小
規
模
塩
田
を
整
理
す
る
方
針
を
と
り
、
米

田
は
明
治
42
年
８
月
に
会
社
を
解
散
、
翌
43

年
９
月
に
製
塩
事
業
を
停
止
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
浅
虫
に
は
か
つ
て
の
製
塩
業
を
偲

ば
せ
る
も
の
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

東
岳
の
鉱
業
（
旧
東
岳
村
）

　

現
在
の
青
森
県
で
は
石
灰
石
以
外
の
鉱
山

は
閉
山
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
青
森
市
域

で
は
、
東
岳
周
辺
に
大
正
期
か
ら
昭
和
30
年

代
に
か
け
て
、
銅
や
鉄
鉱
石
を
採
掘
す
る
鉱

山
が
い
く
つ
か
操
業
し
て
い
ま
し
た
【
図

①
】
。

　

こ
の
な
か
で
、
中
心
を
占
め
て
い
た
の
が
、

現
み
ち
の
く
有
料
道
路
と
県
道
平
内
野
内
線

の
分
岐
点
付
近
か
ら
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

北
側
の
山
中
に
あ
っ
た
東
岳
鉱
山
で
し
た
。

　

東
岳
で
は
、
明
治
30
年
（
一
八
九
七
）
頃

に
鉄
鉱
石
が
局
所
的
に
集
中
し
て
い
る
場
所

が
発
見
さ
れ
、
何
度
か
の
試
掘
を
経
て
、
大

正
６
年
（
一
九
一
七
）
６
月
に
操
業
に
至
り

ま
し
た
。
背
景
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃

発
に
伴
う
大
戦
景
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
井
財
閥
の
系
列
会
社
で
あ
る
北
海
道
製

鉄
株
式
会
社
が
経
営
し
、
当
時
の『
東
奥
日

報
』に
よ
る
と
、
事
務
所
、
倉
庫
、
火
薬
庫
、

社
宅
、４
棟
64
戸
の
鉱
夫
長
屋
が
建
設
さ
れ
、

労
働
者
の
た
め
に
医
者
の
派
遣
や
学
校
建
設

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
労
働
者
は
約
200

名
で
、
中
核
を
占
め
る
採
鉱
工
夫
等
は
秋
田

県
院
内
地
方
か
ら
来
ま
し
た
。

　

鉱
石
は
そ
り
と
荷
馬
車
で
輸
送
し
、
運
行

は
主
に
滝
沢
地
区
の
農
民
が
担
い
ま
し
た
。

採
掘
開
始
か
ら
30
か
月
で
、
約
３
万
ト
ン
の

鉄
鉱
石
を
産
出
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
ピ
ー
ク
は
短
く
、
第
一
次
世

界
大
戦
後
の
恐
慌
に
よ
り
、
大
正
９
年
に
は

閉
山
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
東
岳
鉱
山
が

復
活
し
た
の
は
昭
和
11
年
（
一
九
三
六
）
の

こ
と
で
す
。
背
景
に
は
や
は
り
戦
争
が
あ
り
、

満
州
事
変
（
昭
和
６
年
）
後
の
軍
需
景
気
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
採
算
性
が
合
わ
ず
に
放

置
さ
れ
て
い
た
休
鉱
山
に
も
ど
ん
ど
ん
投
資

が
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

鉱
業
権
は
個
人
に
移
り
、
銅
鉱
と
石
灰
石

と
併
せ
て
開
発
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
東
栄

鉱
山
と
改
称
し
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

東
栄
鉱
山
は
昭
和
20
年
の
終
戦
と
と
も
に

休
山
に
な
り
ま
し
た
が
、
戦
後
も
幾
度
か
事

業
者
や
名
称
を
変
更
し
て
小
規
模
な
が
ら
採

掘
が
続
け
ら
れ
、
最
終
的
に
は
昭
和
37
年
頃

か
ら
の
不
況
に
よ
っ
て
閉
山
し
ま
し
た

（『
東
奥
年
鑑　
昭
和
39
年
版
』）。

　

こ
の
ほ
か
、
東
岳
周
辺
に
は
現
七
戸
町
の

山
中
に
あ
っ
た
上
北
鉱
山
か
ら
野
内
駅
へ
鉱

石
を
運
ぶ
索
道
（
貨
物
用
リ
フ
ト
）
が
昭
和

48
年
の
閉
山
の
頃
ま
で
延
び
て
い
ま
し
た
。

県
病
の
場
所
に
あ
っ
た
農
林
省

青
森
種
鶏
場
（
旧
造
道
村
）

　

現
在
の
県
立
中
央
病
院
と
そ
の
周
辺
に
は

青
森
商
業
高
校
、
自
治
研
修
所
、
環
境
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
県
の
施
設
が
集
中
し
て
い
ま

す
。

　

実
は
こ
の
地
に
は
戦
前
、
鶏
の
繁
殖
用
の

卵
を
と
る
た
め
の
試
験
を
行
う
、
国
立
の
種

鶏
場
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

昭
和
２
年
（
一
九
二
七
）、
国
は
鶏
卵
増

産
10
か
年
計
画
を
立
て
、
全
国
５
か
所
に
種

鶏
場
を
置
き
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
青
森

市
と
合
併
し
た
ば
か
り
の
旧
造
道
村
に
あ
り
、

北
海
道
と
東
北
６
県
を
管
轄
し
ま
し
た
【
写

真
②
】
。

　

海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
種
鶏
が
青
森
種
鶏

場
に
移
送
さ
れ
、
昭
和
３
年
２
月
か
ら
本
格

的
に
業
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。
敷
地
面
積
は

約
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
鶏
舎
10
棟
の
ほ
か
、

放
飼
場
や
飼
料
用
の
畑
が
あ
る
な
ど
、
広
大

な
敷
地
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

青
森
種
鶏
場
は
終
戦
後
の
昭
和
25
年
に
廃

止
さ
れ
、
県
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
昭
和
29
年
に
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

跡
地
を
、
現
在
、
県
有
地
と
し
て
利
用
し
て

い
る
訳
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
東
部
地
区
に
は
、
昭
和
６
年
に

浜
館
村
に
開
設
さ
れ
た
青
森
競
馬
場
（
昭
和

26
年
度
に
廃
止
【
写
真
③
】）、昭
和
11
年
に

合
浦
公
園
東
側
に
設
置
さ
れ
た
県
立
水
産
試

験
場
陸
奥
湾
分
場
（
昭
和
25
年
廃
止
）
な
ど
、

産
業
関
係
の
施
設
が
存
在
し
ま
し
た
。

　

多
く
は
戦
後
の
合
理
化
で
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
青
森
県
の
産
業
発
達
を
支
え
て
い
た

の
で
す
。

（
元
『
新
青
森
市
史
』
通
史
編
執
筆
協
力
員

中
野
渡
一
耕
〈
県
庁
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー

プ
〉
）
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